
薬事日報　薬学生新聞

　質問項目

　①今の進路を選択された理由と進路を目指し始めた時期を教えてください。
　②大学時代に行った就職活動（インターンシップも含めて）を教えてくださ
　　い。
　③就職に向けて、学生のうちにしておいた方がいいことはありますか。
　④現役の薬学生にメッセージ、アドバイスをお願いします。

　①地域連携・医薬連携を掲げている点、医療機
関との結びつきが強い点に惹かれ、選択しました。
５年生の時に参加した在宅や健康相談会に関する
インターンシップを通して、『患者様だけでなく
地域住民の方々や医療従事者の方々と密に関わ
り、地域医療に貢献できる仕事に就きたい』とい
う考えに至り、当てはまったのが現在の進路でし
た。
　②大学４年生からインターンシップや見学会に
参加し始め、実際に働いている方々と交流を深め
ました。また、それぞれの会社がどのような理念
のもと、どのような形で社会貢献しているのかを
中心に調べ、業界研究を行いました。

　③様々なことに挑戦し続けることです。アルバ
イト、ボランティア、留学、部活など興味を持っ
たことに対して全力で取り組むことで良い経験に
なります。また、全力で物事に取り組んだときに
できた仲間はとても大切な存在だと思います。
　④就職活動は、自分自身と向き合う場であり、
自身と向き合うためには学生時代に様々な経験を
積んでおくことが大切だと思います。自身のこと
をしっかりと知り、業界研究を行うことで自分に
合う就職先を見つけることができます。失敗を恐
れずどんどんチャレンジしてみてください！皆様
が笑顔で楽しく働けるような仕事に就けることを
願っています。
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　①きっかけは慢性期病院での実務実習時に、た
だ寿命を延ばすための医療に疑問を抱いたことで
す。寝たきりや重度の認知症等の現状維持ではな
く、「体を動かせるようになった」「痛みが取れた」
など、患者様や家族・友人・介護者等の周囲の
人々のＱＯＬの向上に貢献したいと思いました。
　②薬に関係する職種を一通り見てみたいと思
い、病院、薬局、メーカー、行政などのインター
ンシップに参加しました。その後、製薬メーカー
に絞り、ＭＲ、ＣＲＡ、学術、統計解析などのＯ
Ｂ・ＯＧ訪問をしました。しかし、本選考で予想
以上に苦戦したため、５月下旬からベンチャー企
業や医療機器メーカーなども視野に入れました。
　③自分がやりたいことと向いていることが一致
しているかの確認です。一致していなければ、い

ろいろな職種の話を聞いてみるのもいいのではな
いでしょうか。また、同じ業界・職種を目指し、
強みや弱点を指摘し合える仲間作りが大切だと思
います。
　④薬学生の場合、職種を絞った方が良いと思わ
れがちで、それも一種の正解です。しかし、なか
なか内定がもらえない場合、職種にこだわって自
分の軸を変えるのではなく、軸を保ったまま、さ
らに向いている職種を探す方が入社後もやりがい
を持って仕事に励めます。あとは、縁を大切にし
ましょう。本選考前はよく連絡先を交換しますが、
本選考でも機会があればした方が良いと思いま
す。実際、今の勤務先も、失敗続きの私に、別の
企業の本選考で知り合った文系の子が勧めてきた
ところです！
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